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状態動詞について1
　これまでの経過
§1　　品詞分類の歴史に徴してみれば明らかなように、品詞を形式的な立場から、あるい
は意義の面から分類しようとする試みが古来さまざまに行われて来たが、その何れにっい
てみても、完全には律し切れないものが絶えずつき纏って離れることがなかった。
　ここから品詞の分類に関して数多くの提書が為されて来たのも、夙に周知の事実である。
　このような事情に鑑み、品詞の相違は、これが指示する対象若しくは対象の性質におけ
る相違に基づくのではなく、むしろ一定の意義を認識し、あるいは知覚する際の、認識の
仕方における範疇的相違の言語的レヴェルヘの反映に外ならぬのではないかと考えた。
　次いで動詞の意義特性については、発話の内容をなす状況を構成する一定の要素（状況
の変化の担い手）が、一定の時間のあいだに変化したことを感知し、変化した要素以外の
条件をも考慮しつつ、この変化を様式化したものであると仮定した（砿1，2）。
　これに基いて次のような自動詞と他動詞の区別を行った。図式的に示すと基本的な状況
の変化の担い手をx、副次的な状況の変化の担い手をy、x、yの状態をそれぞれ3x、
Syとし、その変化を4Sx、dSy、またそれ以外の…条件の集合をκとして、
V（itL）：［4Sx，Kl
V（tL）：ldSx，4Sy，K／（cf1）
　このよう’な規定の持つ意味は、まず動詞の有する意義は、一定の相互に異質なものから
成っているということであり、第二にはagenspatiensのような概念が使用されていない
ことである。また少くとも上述のような場合、構文に関する情報が動詞の意義の中にすで
に組み込まれているということになる。
§2　以上のような考え方に基き、まず「副次的」な状況の変化の担い手を表示すべき対
格にっいて考察を行ったが、その過程の中で、それ自身状況の変化の担い手ではないにも
拘らず、それなしには当該動詞の意義が成立しないような対格の存在することが判明し
た。「橋を渡る」「角を曲がる」の類である（of1）。これを準他動詞quasi－transitivaとす
れば、その意義はV（qtr．）：［4Sx，Sy，Klで表される。この種の動詞に関しては、その有
する意義の中間的性格に起因する動揺が看取される。これを所謂「近い対象」と「遠い対
象」について考察したのが文献2に挙げた論文である。
1『古代ロシア研究』　第12号　1978年　57－62頁。
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§3　更に古代ロシア語にはギリシャ語やラテン語におけると同じように、所謂第二対格
をとる動詞が存在する。英語でいうところのr目的格補語」である。これについて考察し
た結果、これら第二対格をとる動詞を英文法に倣って「不完全動詞」”ε而α伽comρ」ε虚αと
いうとすれば、他動詞の場合、類概念Qの表示に加えて（Sy→（2）なる条件がKの中
に組み込まれていると考えない訳にはいかないと思うに至った。すなわち
　　V（tL　incom。）；143x，43γ，9，（Sy→（～）∪κ］
（本来ならばKは条件の集合であり、また（5y→Q）はその要素であるから（Sy→（2）∈
Kのように表示すべきであろうが、表記の便を考えて敢て上記のようにしてある）。
　準他動詞の場合には、Syは変化の担い手ではないから、条件としては（Syニ（～）以外
にはない。すなわち
　　V（qtL　hlcom．）：ldSx，3y，（2，（SyニQ）∪珂
　ここから例えぱ”e葡α弄επ痂のような不完全自動詞の場合には、類推によって次のよう
になると予想される。すなわち
　　V（itL　illcom。）：［45x，P，（Sx→P）UKl
　しかしこの種の動詞については未だ単なる言及にとどまっており、今後別個の考察の対
象となり得るかも知れない（cf3）。
　何れにせよこのように「不完全動詞jを考えることによって、§1に挙げたものは、「完
全動詞」に局限されることになる。従って正確にはV（itL　com・）・V（qtr・com・）・V（tL
com）のように表記しなければならないであろう。
§4　　これまでは所謂状態動詞と行為動詞とを区別せず、状態動詞の場合には着目する対
象の状態の変化が、一定時間のあいだに生じないことが確認されることで足りる、と考え
ていた。状態の不変化も広義の変化のうちに含まれていると考えていたのである。
　ところが不完全準他動詞が前節で述べたように（Sy→（～）となることができず・
（51yニ（2）でなければならないことと関連して・不完全自動詞の場合にも・もしこれが状
態をあらわすものであるならば、（5x→P）という条件は不可能であり、（Sx＝P）の場
合しか有り得ないことに気づいた。また存在文と非存在文を扱う中で、存在動詞が連辞に
転化する過程について考えたが（cf4）、その際にも状態動詞を別個に扱う必要を感じた。
この点にっいて考えてみようとするのが、この小論の趣旨である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　本論
§5　まず用語を明確にしておく必要がある。動詞のあらわすものを「行為」とし、その
下位概念として「状態」と「動作」とを置く。したがって従来行為動詞といわれて来たも
のは、r動作動詞」ということになる。
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　ところで状態動詞といえば直ちに自動詞を連想するが、状態動詞に属するのが必しも自
動詞ばかりであるとは限らない。
　状態動詞でありかつ他動詞でもあるものとしては、たとえばHMhH，乃p凪aT斑，
xpaHHTHなどがある。伯動詞の場合には6HTH，cy皿L　cTBoBaTHなどの存在動詞の外、
たとえばCTOHTH，CHAもTHなどが直ちに挙げられよう。
　これらを§1で述ぺた表記であらわすと次のようなことになるであろう。
＊V（itr。staも．）：［5x，瑚
＊V（tL　stat。）：15x，Sy，Kl
　この表記から直ちに判明するのは、他動詞とされているものがd5yでなくSyである
こと、換言すれぱ「補助的な対象」の状態の変化がないこと、によって、実は準他動詞と
して扱われるぺきものであると考えられることである。§4に述べた準他動詞と、状態を
あらわす自動詞との対応は、これと関連するものである。従って状態動詞の場合、正確に
は自動詞と準他動詞しか存在しないことになる（状態動詞であってかつ他動詞と考えられ
るものについては、別に述べる）（cf補足）。
　上述の表記の不備は、これだけに留まらない。
　少なくとも基本的な変化の担い手が存在しているならば、即ち少くともd5xであるな
らば、その中に時問の経過は含意されているとみてもよい。しかし上述の場合には状態の
「変化」の担い手は存在しないから、これが「行為」として観念される為には、時間の観
念を明示的な形で示す必要があろう。これは恐らく条件の集合κの中にr隠され」てい
るに違いない。このような考慮から自動詞の場合には次のような表示の仕方を考えても差
し支えはないと思われる。すなわち、状態に時点の表示を導入し、オ時点におけるXの状
態をSx。とすれぱ、
V（itr・stat・）　［Sx，（Sx。。＝Sx霊、）∪κ1
　また他動詞の場合、着目する対象Xの状態と対象yの状態の関係が苑の時点と時点
オ1とにおいて同一であることを要するから、一般にXとyとの関係をR（X，γ）で表す
ことにすれば、これは次のようなものとなろう。即ち
V（qtr・stat・〉　【5x，Sy，（R（Sxψ。，5｝㌔。）ニR（Sxε、，Sγ1、））∪κ1
§6　　このように時点表示を導入した場合、ムオ＝孟1一孟oは一定の状況の変化を「様式
化」して、これを一定の「行為」であると認定するのに要する時間であると考えられる。
これは語彙のレヴェルにおける動詞の意義とアスペクトとの関係に重要な意味をもつと予
想される。またこのムォは、動詞の意義にr事件」、r過程」、r状態」のようなr行為の質」
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という概念を導入する際の、基本的な特徴となると考えられるが、これらの問題について
の統一的体系的な取扱いにっいては、稿を改めるより外はない。
§7　　印欧語においては状態をあらわす動詞を構成する際の代表的な接尾辞として、周知
のように＊一5が存在していた。たとえばラテン語のsed6re、hab6reあるいは古高地ドイ
ツ語のha焼nギリシャ語の敬ωの完了形蒼σXηxαなどもこれに属している。
　母音度は本来零階梯であったと考えられている。たとえぱ＊bheudh一＞6凪》CT班、
＊bhoudh－i一＞6y皿TH（causativa）に対する＊bhudh－6一＞6uもTH＊卑一＞HTHに対す
る＊Om一＞HMLTHの如くである。
　しかしその他の階梯をとるものもまた存在した。たとえば．BL双もTHは＊woid－5に来
源を有すると考えられ、従って母音度は0階梯である。これは＊weid一（c≠gr．ε℃δω〉
BHALTH）に対する完了形＊woid一（C≠gL　O聡α）から、これに接尾辞＊一6一を附加するこ
とによって状態動詞に作り変えたものと解される。また名詞の母音度は本来は0階梯で
あったから、これに接尾辞＊一6一が附加されて成ったいわゆるdθπom伽α伽αも当然この
母音度をもっていた。
§8　スラヴ語ではこの種の動詞はアオリスト・不定法語幹において一6一（L）現在語幹では
＊一i一の接尾辞をとって、状態動詞をあらわす一つの語彙的カテゴリーを作っている。
　この6は第一次口蓋化によって生じた上顎音の後ではa、語頭あるいは母音のあとでは
jaとなった。たとえぱ＊legh－6一＞πe轍翫TH、＊sta－5＞CTO∬THなどもこれに属している。
　ところでこの構成をもっている動詞についてみれば、上述のdeηom伽α伽αを別にして
少くとも二つの系列が存在しているように思われる。すなわち狭義の状態動詞と、もっと
広義の「状態」をあらわすものである。
　狭義のものとして、たとえば次のようなものがある。まず自動詞としては、
cT・∬TH，肥泓aTH，島HLTH，MLHLTH，cπoy皿aT∬，cKLp6もTHcMLpAもTH，TLpnLT玖，
r朋双LTH，cTHAも丁皿c且，BH双も丁皿，Bも油丁班，cLAもTH，60πもTH，60HTHcHetc．
　他動詞は数において限られている。たとえば、迎MおTH，πPL濃aTH，xOTもTH（＋genit．）
などがこれに属する。
§9　これに対して＊BLPTちTH，KHπb盟，KHCち丁胚，ropちTH，πoπLT班（πHπaTH），
皿yMもTH，KP四aTH，CKPI皿もTUのような、動詞も、同じ構成様式を有している。
　これらの動詞の有する意義的特徴としては、着目する対象および場合によっては副次的
な対象が一定時問に変化を蒙る点で、さきに挙げた狭義の状態とは異っているが、他方こ
の変化がその一定時問内において幾度も繰返され（更に端的に言うならば振動し）、一定
の定常状態を示していることである。
　たとえぱ上述の＊BbPTもTH「まわす」のぱあい、着目する基本的な対象も、対格によっ
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てあらわされる「まわされる」対象も、共に変化の担い手となってはいるが、「まわして
いる」という点では、一定の定常状態を示すのである。この種のr状態動詞」を仮に　r相
対的定常状態動詞」8診α伽α6um　rθ」α伽αcoη5脇η伽乃至は「非本来的状態動詞」伽伽α
π0ηpε75eとし、本来のものをr絶対的定常状態動詞」8ホα伽αC％m功50r励αCOη5fα傭α
または「本来的状態動詞」s亡α伽αprOPT脇と称したい。
§10　さきに挙げたKucもT∬r発酵する」、皿yMもTH　rざわめく」などは、過程と考える
こともでき、その意味でこれは、状態から過程への遷移的な位置を占めるものであるとい
うことができよう。§6において触れたr行為」の質という概念が、裁然と相互に区別さ
れるものでないことも、明らかである。やはり言語の現象はすべて一のcontinuumであ
ると観じなければならない。
　＊聾s－6－t6圭「撒かれる」＞∬bP皿LTH「雨降る」（c≠cz、P7蕊「雨降る」〉なども、これ
に属するものと考えられる。
　更にこのタイプに属するものとしては、印欧語の接尾辞＊一sk一に＊一6一を附加して成った
＊一sk6t6i＞一皿TaTHによる構成にかかるものがある。たとえば6πL皿TaTH　CH　r稲妻が光
るj、πb皿TaTH「輝く」、nH皿aTH「ピーピー鳴く」、Tpe皿aTL「パチパチ音をたてる」な
どである。
　これを多少形式的な言い方で、先に導入した時点表示と関係づけて述べるとすれば、次
のようなものになるかと、思われる。
　即ち「行為の認定」に要する時間ムオニオ1一オoにおいて、区間［fo，孟11に属する時点の
系列オo＝オ1，ち，オ§＿瘍＿1，垢＝オ1が存在し、Sx，，＝Sx，，＝＿＝Sx，，　ニSx、，も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　れしくはSyi，＝S｝1，＝…＝S｝㌔，　＝S｝2となるようなSxまたはSyの連続的ある
　　　　ヱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　ユ　　　　　　ルいはdiscreteな変化がみとめられ、かつSxとSyの関係が各時点で同じであるぱあい、
この行為をr相対的定常性をもった状態」と見倣すのである。
　これをこのまま表記することは煩雑にすぎるから、新しい表記法を導入してEep．（4Sx）、
あるいはRεp。（R（dSx，4Sy））とあらわすことにすれば2、この種の動詞の意義構造は、次
のようにあらわすことができよう。
V（itr。stat，nps）：ldSx，（Rερ．（dSx））∪κ】
V（tr．stat。nps）：ldSx，dSy，（Rep．（R（4Sx，dSy）））U　K］
§11　このようにしてみれば、相対的定常性をもった状態をあらわすものは、この構成に
かかる動詞に限られている訳ではないことに気づく。例えばB』πHOBaTH「波立つ」、「波
打つ」である。このようにしていわゆる多回体接尾辞をもつものもこれに属せしめられる
べきものと考えられて来る。
2R（の，穿）または傷R”は、¢とッのあいだに、ある関係Rが存在していることを表す。
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　多回体接尾辞による動詞には、このように一個の対象による行為の繰返しの外に、たと
えば多くの対象の一回的な行為をまとめて表現する機能などをも有しているが、少くとも
前者の場合には、「行為の認定」のためにはかなりの時間が必要となろう。
　それがどれ位のものであるかについては、これによってあらわされる行為を構成する一
回的な「行為」の個別性の強弱によって、おのずから異るであろうと予想される（これは
名詞において単数が複数を経てやがて単数に回帰する道程の長短と酷似していると考えら
れる（詳しくは文献5参照）。
　何れにもせよ動詞の場合、この時間の長短が、語彙のレヴェルにおけるr体」の範疇と
深く関わっていると考えられる。
§12　これと関連して触れておきたいのは、いわゆる定動詞と不定動詞についてである。
　詳細については別に稿を改めて論ずる必要があろうが、ここでは主として「行為の認定
の時問」の観点に限ることにする。
　文法書を繕けば通常定動詞は「一定方向の運動」をあらわすのに対して、不定動詞は
「不定方向の運動」を示すとされる。しかし一考すれば直ちに明らかになる」のに、「同時
に不定方向に行われる運動」などは存在しない。一度に多方面へ飛行する飛行機がもし仮
に存在していたとするならば、いかなるミサイルといえどもこれを撃墜することはむっか
しいであろう。事実はそうではない。一定方向に飛ぶものが、やがて方向を変え、更にま
た方向を変えるという運動形態をとることが確認されてはじめて「不定方向の運動jなる
概念の成立をみるのである。従って不定動詞のばあい、定動詞におけるより遙かに大きな
「行為の認定の時間」が必要とされると予想される。従ってまた不定動詞の方が一般に概念
の抽象度が高いということができる。Pe碗HOK　xo双HT、のように、不定動詞がr歩く能
力」をあらわすというのも、このような概念の抽象度と無関係ではあるまい。アカデミー
の文法（文献6）は、このような配慮の一ヒであろうか、定動詞と不定動詞について、次のよ
うな規定を与えている。
　haroπbIKpaTHoro∬oABHAao603HaqamTπe批丁蹴e，coBep皿alo取eecHHeB
o八HoM　Ha∬paBJleHHH　uJIH　He3a　oAnH∬pHeM，He　B　oAHo　BpeMH．　HanpoTHB，
Maro服HeKpamoro∬o恥HAao603Ha蔓脚丁双e量cTBHe，ロpoTeKa沁皿eeBoAHoM
HaHpaBπeHHH，He　HpepHBHo　B　oHpe八e肥HEH謎MoMeHT．（1，p。458。）（cf補足）
　他方これらの不定動詞と定動詞との関係は§10に述べた意義構造とは若干異っている・
必しも同一の「行為」がくり返されている訳ではないからである。しかしこれについては
改めて考えることとしたい。
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